
裏面もごらんください。 

【
期
日
】
令
和
８
年
１
月
２６
日
（
月
）
・ 

 

２
月
２
日
（
月
）、
全
２
回 

（
１
回
の
み
の
参
加
で
も
可
） 

【
内
容
】 

《
第
１
回
》
１
月
２６
日
（
月
）、
碓
氷
川
渕

で
野
鳥
観
察
及
び
学
習 

※
時
間 

午
前
９
時
～
午
後
１
時 

 

鼻
高
公
民
館
へ
午
前
９
時
集
合 

《
第
２
回
》
２
月
２
日
（
月
）、
玉
村
水
辺

の
森
公
園
を
散
策
し
、
生
息
し
て
い
る

野
鳥
や
飛
来
す
る
冬
の
野
鳥
に
つ
い
て

観
察
と
生
態
学
習
。 

 

※
時
間 

午
前
８
時
～
午
後
１
時 

 

鼻
高
公
民
館
へ
午
前
８
時
集
合
、
群

馬
八
幡
駅
か
ら
新
町
駅
ま
で
電
車
移
動

（
電
車
代
は
各
自
負
担
）
、徒
歩
に
て
水

辺
の
森
公
園
ま
で
至
る
。 

※
小
雨
実
施
、
荒
天
の
場
合
は
鼻
高
公

民
館
で
学
習
。
予
定
に
つ
き
観
察
場
所

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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《事業報告》 

《参加者募集》 

冬
の
野
鳥  

散
策
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
教
室 

  

葉
が
少
な
い
時
期
に
こ
そ
野
鳥
の
姿
が
観
察
し
や
す
い
時
で
も
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
少
し
足
を
延
ば
し
て
玉
村
町
の
水
辺
の
森
公
園
で
の

野
鳥
観
察
会
も
あ
り
ま
す
。
鳥
類
学
者
の
説
明
を
受
け
な
が
ら 

楽
し
く
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し
ま
す
。 

 

【
対
象
】
市
内
在
住
の
成
人
（
鼻
高
地

区
住
民
優
先
）
１５
人 

【
参
加
費
】
無
料 

【
服
装
と
持
ち
物
】
歩
き
や
す
い
服
装

（
防
寒
着
等
）、
マ
ス
ク
、
雨
具
、
筆

記
用
具
、
飲
み
物
、
双
眼
鏡
、
野
鳥

図
鑑
（
持
っ
て
い
る
人
） 

【
講
師
】
日
本
野
鳥
の
会
・
群
馬
県
自

然
保
護
連
盟
・
群
馬
県
自
然
環
境
調

査
研
究
会
会
員
、
元
学
校
教
諭 

 

谷
畑 

藤
男
先
生 

【
申
込
み
】
１
月
５
日
（
月
）
午
前
９ 

時
か
ら
高
崎
市
鼻
高
公
民
館
で
受
け

付
け
ま
す
。（
電
話
３
２
２
・
９
１
０

０
） 

  

  
 

 

＝
鼻
高
公
民
館 

文
化
教
養
講
座
＝ 

参
加
者
募
集 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
ば
け
ば
け
」 

「
小
泉
八
雲
の
不
思
議
な
世
界
」
を
知
る 

 

１
月
・
２
月
の
休
館
日 

令
和
７
年
１２
月
２９
日
（
月
）
～
１
月
３
日
（
土
）
年
末
年
始
休
館
日 

令
和
８
年
１
月
１２
日
（
月
）
成
人
の
日 

令
和
８
年
２
月
１１
日
（
水
）
建
国
記
念
の
日 

令
和
８
年
２
月
２３
日
（
月
）
天
皇
誕
生
日 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
ば
け
ば
け
』
の
モ
デ
ル
・
小
泉
八
雲
（
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
は
、「
怪
談
」「
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
」「
骨

董
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
明
治
時
代
の
作
家
で
す
。
明
治
期
の
日
本
を
海

外
に
紹
介
し
た
こ
と
や
「
耳
な
し
芳
一
」、「
雪
女
」、「
ろ
く
ろ
首
」
と

い
っ
た
日
本
に
伝
わ
る
口
承
の
説
話
を
記
録
・
翻
訳
し
世
に
広
め
た
功

績
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
作
品
を
読
み
、
解
説
し
な
が
ら
「
小

泉
八
雲
」
の
人
生
を
振
り
返
り
、
不
思
議
な
世
界
を
探
り
ま
す
。 

【
期
日
】令
和
８
年
２
月
６
日
・
２０
日
、

３
月
６
日
・
１３
日
、
毎
回
金
曜
日
、

全
４
回 

【
時
間
】
午
前
１０
時
～
正
午 

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館
・
２
階
講
義
室 

【
定
員
】
市
内
在
住
の
人
、
２０
人
程
度 

【
費
用
】
無
料 

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具 

【
講
師
】
元
大
学
講
師 

 

植
原
孝
行
先
生 

 

【
申
込
み
】
１
月
５
日
（
月
）
か
ら

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
に
鼻
高
公
民
館
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
３
２
２
・

９
１
０
０
） 

http://takasaki.manabi365.net/


                             

                    
      

    

    

歴
史
上
八
幡
の
庄
が
確
認
で

き
る
の
は
前
号
で
も
紹
介
し
た

通
り
、
新
田
義
貞
軍
が
鎌
倉
幕

府
討
伐
戦
に
陣
中
守
り
神
と
し

て
持
参
し
た
八
幡
宮
の
阿
弥
陀

如
来
像
の
背
に
刻
印
さ
れ
た

「
上
州
八
幡
の
庄
・
・
・
弘
長

元
年
（
１
２
６
１
）
」
で
す
。

文
献
で
は
承
和
３
年
（
１
３
４

７
）
の
大
日
本
地
名
辞
典
に
八

幡
の
庄
と
し
て
確
認
で
き
る
そ

う
で
す
。
私
た
ち
の
住
む
鼻
高

の
所
領
は
ど
の
よ
う
に
変
遷
し

た
の
で
し
ょ
う
か
？
確
認
で
き

る
文
献
で
は
、
戦
国
時
代
の
１

５
６
１
年
こ
ろ
ま
で
は
藤
岡
の

平
井
に
居
し
た
関
東
管
領
北
条

憲
政
で
あ
り
、
そ
の
後
は
西
上

州
の
盟
主
で
あ
っ
た
箕
輪
の
長

野
氏
だ
っ
た
と
云
わ
れ
ま
す
。

永
禄
９
年
（
１
５
６
６
）
箕
輪

城
落
城
後
は
甲
斐
の
武
田
氏
、

そ
し
て
天
正
１０
年
（
１
５
８
２
）

か
ら
は
織
田
氏
の
滝
川
一
益
に

移
り
、
そ
の
後
北
条
氏
そ
し
て

天
正
１８
年
（
１
５
９
０
）
か
ら

徳
川
氏
と
な
り
、
慶
長
６
年
（
１

６
０
１
）
か
ら
は
前
橋
（
厩
橋

城
）
の
酒
井
家
と
な
り
ま
し
た
。 

 

鼻
高
は
そ
の
後
、
寛
延
２
年

（
１
７
４
９
）
か
ら
明
治
ま
で

安
中
板
倉
家
の
所
領
と
な
っ
て

い
た
と
の
こ
と
で
す
。 

 

碓
氷
郡
史
に
こ
ん
な
資
料
が

あ
り
ま
す
。
幕
末
時
八
幡
地
区

の
生
産
高
は
米
に
換
算
し
て
石

高
は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
の
で 

し
ょ
う
か
。
幕
末
時
の
八
幡
村 

                 

は
１
１
０
８
石
、
剣
崎
村
１
０

９
７
石
、
藤
塚
村
２
３
４
石
、 

鼻
高
村
４
３
１
石
、
金
井
渕
村

２
４
９
石
、
町
屋
村
２
３
８
石
、

下
大
島
村
３
６
４
石
、
若
田
村

６
０
１
石
で
あ
り
八
幡
地
区
全

体
で
は
４
３
２
２
石
だ
っ
た
そ

う
で
す
。 

  

甲
斐
武
田
氏
と
の
箕
輪
城
攻

防
戦
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
起

こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の

流
れ
を
年
代
別
に
追
っ
て
み
る

の
も
面
白
く
興
味
を
感
じ
ま
す
。 

室
町
時
代
末
期
、
鼻
高
を
含

む
一
帯
は
室
町
幕
府
か
ら
関
東

管
領
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
た
上
杉

家
の
所
領
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
幕
府
の
権
力
が
弱
ま
る
と

戦
国
大
名
が
台
頭
し
近
隣
諸
国

を
勢
力
下
に
収
め
な
が
ら
天
下

統
一
を
目
指
し
た
の
で
し
た
。

私
た
ち
の
住
む
こ
こ
鼻
高
や
八

幡
地
域
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
？ 

次
号
で
時
系
列
を

整
理
し
な
が
ら
そ
の
時
代
背
景

を
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

（
次
号
に
続
く
） 

173

1 

 

 

 

 

 

 

 

鼻
高
の
四
季 

＝ 

写
真
で
綴
る
鼻
高
の
宝 
㊷ 

 

箕
輪
城
攻
防
戦
そ
の
１ 

＝ 

 
 

 
 

     
 

 

鼻
高
か
ら
八
幡
の
庄
と
云
わ
れ
る
北
方
面
（
八
幡
・
板
鼻
・
若

田
・
里
見
・
藤
塚
・
豊
岡
・
・
・
等
々
）
を
眺
め
て
い
る
と
、
こ

の
目
視
で
き
る
身
近
な
と
こ
ろ
で
歴
史
上
様
々
な
事
が
起
こ
っ
て

い
た
と
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

１
３
３
３
年
太
田
市
新
田
の
生
品
神
社
で
挙
兵
し
た
新
田
義

貞
軍
が
、此
処
八
幡
の
八
幡
宮
に
５
０
０
０
騎
の
軍
勢
で
結
集
し
、

戦
勝
祈
願
・
出
陣
式
を
行
っ
た
後
に
鎌
倉
街
道
を
東
に
進
み
、
北

条
氏
の
鎌
倉
幕
府
を
滅
ぼ
し
た
と
い
う
歴
史
上
の
史
実
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
、令
和
の
現
在
に
我
々
の
住
ん
で
い
る
一
帯
も
日
本
の

歴
史
の
舞
台
の
一
コ
マ
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
と
ゾ
ク
ゾ
ク
し
ま
す
。

た
だ
私
見
で
す
が
、此
処
で
行
わ
れ
た
歴
史
上
最
大
の
史
実
は
戦

国
の
永
禄
年
間
に
西
上
州
の
覇
権
を
競
っ
た
甲
斐
の
武
田
氏
と

箕
輪
の
長
野
氏
の
間
で
行
わ
れ
た
箕
輪
城
攻
防
戦
だ
と
思
い
ま

す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
た
地
域
の
史
実
な
の
で
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
そ
の
過
程
を
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
な
が
ら
深
読
み
し
て

み
ま
し
ょ
う
。鼻
高
も
歴
史
の
舞
台
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

鼻
高
の
所
領
は
？ 

領
主
の
変
遷 

 

箕
輪
城
攻
防
戦
の
前
夜 

中鼻高地区からの遠望  

八幡の八幡宮 

↓ 

榛名連山

山 

武田軍本陣（鼻高砦） 

↓ 

若田ヶ原 

↓ 

箕輪城 

↓ 


